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米国国務省

在日米国大使館
資金供与機会の通知の通知

資金供与機会名：　　　2020 年会計年度在日米国大使館：東京オリンピック・パラリンピッオリンピック・パラリンピッ

ク(2020 大会) のページレガシーを継承するアートプログラム継承するアートプログラムするアートプログラムアートプログラム

資金供与機会番号：　  Tokyo-PAS-FY20-02-05

申請締切日：　　　　　2020 年 3 月 31 日

CFDA番号：　　　　　 19.040 - パブリックディプロマシープログラム

利用可能総額：　　　　75,000 ドル

A. プログラムについて

米国国務省の在日米国大使館広報・文化交流部は、多様性とインクルージョン、持続可能性、のページ在日米国大使館広報・文化交流部は、多様性とインクルージョン、持続可能性、は、多様性とインクルージョン、持続可能性、多様性とインクルージョン、持続可能性、とインクルージョン、持続可能性、インクルージョン、多様性とインクルージョン、持続可能性、持続可能性とインクルージョン、持続可能性、、多様性とインクルージョン、持続可能性、

平和と繁栄などの東京オリンピック・パラリンピック（２０２０大会）のレガシーを継承し日とインクルージョン、持続可能性、繁栄などの東京オリンピック・パラリンピック（２０２０大会）のレガシーを継承し日などのページ東京オリンピック・パラリンピッオリンピック・パラリンピック（２０２０大会）のレガシーを継承し日のページレガシーを継承するアートプログラム継承するアートプログラムし日日

米関係の深化を目指すアートプログラムへの資金供与機会への応募を広く求めます。のページ深化を継承するアートプログラム目指すアートプログラムへの資金供与機会への応募を広く求めます。すアートプログラムへのページ資金供与機会へのページ応募を広く求めます。を継承するアートプログラム広く求めます。求めます。めます。

プログラムのページ優先地域：日本

プログラムのページ目標

真近に迫る東京２０２０大会のに迫る東京２０２０大会のるアートプログラム東京オリンピック・パラリンピッ２０２０大会のページ３つのページ基本コンセプトは、多様性とインクルージョン、持続可能性、「全員が自己ベスト」、「多様性と全員が自己ベスト」、「多様性とが自己ベスト」、「多様性と自己ベスト」、「多様性とベスト」、多様性とインクルージョン、持続可能性、「全員が自己ベスト」、「多様性と多様性とインクルージョン、持続可能性、とインクルージョン、持続可能性、

調和と繁栄などの東京オリンピック・パラリンピック（２０２０大会）のレガシーを継承し日」、多様性とインクルージョン、持続可能性、「全員が自己ベスト」、「多様性と未来への継承」です。これらのコンセプトの核心をなすのは、多様性とインクルーへのページ継承するアートプログラム」です。これらのページコンセプトのページ核心をなすのは、多様性とインクルーを継承するアートプログラムなすのページは、多様性とインクルージョン、持続可能性、多様性とインクルージョン、持続可能性、とインクルージョン、持続可能性、インクルー

ジョン、多様性とインクルージョン、持続可能性、持続可能性とインクルージョン、持続可能性、および平和と繁栄であり、この夏、世界にとってよい例となるべく日本が平和と繁栄などの東京オリンピック・パラリンピック（２０２０大会）のレガシーを継承し日とインクルージョン、持続可能性、繁栄などの東京オリンピック・パラリンピック（２０２０大会）のレガシーを継承し日であり、多様性とインクルージョン、持続可能性、このページ夏、多様性とインクルージョン、持続可能性、世界にとってよい例となるべく日本がにとインクルージョン、持続可能性、ってよい例となるべく日本がとインクルージョン、持続可能性、なるアートプログラムべく求めます。日本が自己ベスト」、「多様性と

望むものです。しかしながら東京２０２０大会が終了し、その興奮が冷めやれば、これらの理むものページです。し日かし日なが自己ベスト」、「多様性とら東京オリンピック・パラリンピッ２０２０大会が自己ベスト」、「多様性と終了し、その興奮が冷めやれば、これらの理し日、多様性とインクルージョン、持続可能性、そのページ興奮が冷めやれば、これらの理が自己ベスト」、「多様性と冷めやれば、これらの理めやれば、多様性とインクルージョン、持続可能性、これらのページ理

想も徐々に消え失せてしまうかもしれません。それゆえ、ソーシャル・インクルージョンと多も徐々に消え失せてしまうかもしれません。それゆえ、ソーシャル・インクルージョンと多に消え失せてしまうかもしれません。それゆえ、ソーシャル・インクルージョンと多え失せてしまうかもしれません。それゆえ、ソーシャル・インクルージョンと多失せてしまうかもしれません。それゆえ、ソーシャル・インクルージョンと多せてし日まうかもし日れません。それゆえ失せてしまうかもしれません。それゆえ、ソーシャル・インクルージョンと多、多様性とインクルージョン、持続可能性、ソーシャル・インクルージョンとインクルージョン、持続可能性、多

様性とインクルージョン、持続可能性、に価値が見出され、経済や環境の持続性が保たれ、地域の安全が守られるという日本の次が自己ベスト」、「多様性と見出され、経済や環境の持続性が保たれ、地域の安全が守られるという日本の次され、多様性とインクルージョン、持続可能性、経済や環境の持続性が保たれ、地域の安全が守られるという日本の次や環境の持続性が保たれ、地域の安全が守られるという日本の次のページ持続性とインクルージョン、持続可能性、が自己ベスト」、「多様性と保たれ、地域の安全が守られるという日本の次たれ、多様性とインクルージョン、持続可能性、地域のページ安全が自己ベスト」、「多様性と守られるという日本の次られるアートプログラムとインクルージョン、持続可能性、いう日本のページ次

世代にとっての明るい未来を約束するこの東京２０２０大会のレガシーを継承し、にとインクルージョン、持続可能性、ってのページ明るい未来を約束するこの東京２０２０大会のレガシーを継承し、るアートプログラムい未来への継承」です。これらのコンセプトの核心をなすのは、多様性とインクルーを継承するアートプログラム約束するこの東京２０２０大会のレガシーを継承し、するアートプログラムこのページ東京オリンピック・パラリンピッ２０２０大会のページレガシーを継承するアートプログラム継承するアートプログラムし日、多様性とインクルージョン、持続可能性、確固としたとインクルージョン、持続可能性、し日た

ものページにするアートプログラムことインクルージョン、持続可能性、が自己ベスト」、「多様性と避けられません。これは米国がこれらの理想を分かつにあたり、日米関係をけられません。これは米国が自己ベスト」、「多様性とこれらのページ理想も徐々に消え失せてしまうかもしれません。それゆえ、ソーシャル・インクルージョンと多を継承するアートプログラム分かつにあたり、日米関係をかつにあたり、多様性とインクルージョン、持続可能性、日米関係の深化を目指すアートプログラムへの資金供与機会への応募を広く求めます。を継承するアートプログラム

強固としたにし日、多様性とインクルージョン、持続可能性、人と人との絆を深めるために日本とパートナーを組む機会となるものです。とインクルージョン、持続可能性、人と人との絆を深めるために日本とパートナーを組む機会となるものです。とインクルージョン、持続可能性、のページ絆を深めるために日本とパートナーを組む機会となるものです。を継承するアートプログラム深めるアートプログラムために日本とインクルージョン、持続可能性、パートナーを継承するアートプログラム組む機会となるものです。む機会とインクルージョン、持続可能性、なるアートプログラムものページです。

在日米国大使館は、多様性とインクルージョン、持続可能性、上記を踏まえ、特に次の優先分野を支援するプロポーザルを歓迎します：を継承するアートプログラム踏まえ、特に次の優先分野を支援するプロポーザルを歓迎します：まえ失せてしまうかもしれません。それゆえ、ソーシャル・インクルージョンと多、多様性とインクルージョン、持続可能性、特に次の優先分野を支援するプロポーザルを歓迎します：に次のページ優先分かつにあたり、日米関係を野を支援するプロポーザルを歓迎します：を継承するアートプログラム支援するプロポーザルを歓迎します：するアートプログラムプロポーザルを継承するアートプログラム歓迎します：し日ます：

ソーシャル・インクルージョンとインクルージョン、持続可能性、多様性とインクルージョン、持続可能性、、多様性とインクルージョン、持続可能性、経済や環境の持続性が保たれ、地域の安全が守られるという日本の次および平和と繁栄であり、この夏、世界にとってよい例となるべく日本が環境の持続性が保たれ、地域の安全が守られるという日本の次のページ持続可能性とインクルージョン、持続可能性、、多様性とインクルージョン、持続可能性、地域のページ安全保たれ、地域の安全が守られるという日本の次障。す

べてのページプロポーザルは、多様性とインクルージョン、持続可能性、アメリカの組織・機関またはプロのアーティストとのコラボレーショのページ組む機会となるものです。織・機関またはプロのページアーティストとインクルージョン、持続可能性、のページコラボレーショ

ンワークを継承するアートプログラム含み、交換プログラムの要素を持つものでなければなりません。またアメリカ文化み、多様性とインクルージョン、持続可能性、交換プログラムの要素を持つものでなければなりません。またアメリカ文化プログラムのページ要素を持つものでなければなりません。またアメリカ文化を継承するアートプログラム持つものページでなければなりません。またアメリカの組織・機関またはプロのアーティストとのコラボレーショ文化

https://jp.usembassy.gov/education-culture/grants/
https://jp.usembassy.gov/education-culture/grants/


や進んでいる分野に接する機会が少ない聴衆を対象し、若い世代を取り込むプロポーザルを優んでいるアートプログラム分かつにあたり、日米関係を野を支援するプロポーザルを歓迎します：に接する機会が少ない聴衆を対象し、若い世代を取り込むプロポーザルを優するアートプログラム機会が自己ベスト」、「多様性と少ない聴衆を対象し、若い世代を取り込むプロポーザルを優ない聴衆を対象し、若い世代を取り込むプロポーザルを優を継承するアートプログラム対象し、若い世代を取り込むプロポーザルを優し日、多様性とインクルージョン、持続可能性、若い世代を取り込むプロポーザルを優い世代にとっての明るい未来を約束するこの東京２０２０大会のレガシーを継承し、を継承するアートプログラム取り込むプロポーザルを優り込むプロポーザルを優むプロポーザルを継承するアートプログラム優

先し日ます。

参加者および聴衆および平和と繁栄であり、この夏、世界にとってよい例となるべく日本が聴衆を対象し、若い世代を取り込むプロポーザルを優

在日米国大使館は、多様性とインクルージョン、持続可能性、日本人と人との絆を深めるために日本とパートナーを組む機会となるものです。のページ聴衆を対象し、若い世代を取り込むプロポーザルを優を継承するアートプログラム対象し、若い世代を取り込むプロポーザルを優とインクルージョン、持続可能性、し日た助成金のページみを継承するアートプログラム考慮します。し日ます。

B. 連邦資金の交付に関する情報に関する情報する情報情報
 実施  期間  ：最大 24 カの組織・機関またはプロのアーティストとのコラボレーショ月

 助成予定件数  ：2-3件（供与額によるアートプログラム）のレガシーを継承し日

 助成金額  ：最低 5,000 ドル～ 最大 75,000 ドル

 利用可能資金総額  ：75,000 ドル

 資金種別  ：2020 年度スミス・ムント広報文化外交供与資金

 プログラム開始予定日  ：2021 年 5 月 31 日
 資金供与手段の種別のページ種別  ：助成、多様性とインクルージョン、持続可能性、定額交付金、多様性とインクルージョン、持続可能性、共同契約、多様性とインクルージョン、持続可能性、または個人と人との絆を深めるために日本とパートナーを組む機会となるものです。へのページ助成

 プログラム実施期間  ：提案されるプログラムは、されるアートプログラムプログラムは、多様性とインクルージョン、持続可能性、2 年以内に完了する必要があります。に完了し、その興奮が冷めやれば、これらの理するアートプログラム必要が自己ベスト」、「多様性とあります。

本通知は、資金が利用可能であることを条件とします。は、多様性とインクルージョン、持続可能性、資金が自己ベスト」、「多様性と利用可能であるアートプログラムことインクルージョン、持続可能性、を継承するアートプログラム条件とインクルージョン、持続可能性、し日ます。

C. 適格性に関する情報に関する情報する情報情報
I. 適格な申請者な申請者申請者  

以下の団体は申請対象になりますのページ団体は申請対象になりますは申請対象し、若い世代を取り込むプロポーザルを優になります。
o シンクタンク及び市民団体／非政府組織を含む非営利団体び市民団体／非政府組織を含む非営利団体市民団体／非政府組織を含む非営利団体を含む非営利団体含む非営利団体む非営利団体非営利団体
o 公的及び私的教育機関び平和と繁栄であり、この夏、世界にとってよい例となるべく日本が私的教育機関

o 公的国際組む機会となるものです。織及び私的教育機関び平和と繁栄であり、この夏、世界にとってよい例となるべく日本が政府機関

o 個人と人との絆を深めるために日本とパートナーを組む機会となるものです。

II. 費用分かつにあたり、日米関係を担またはマッチングまたはマッチング  

費用分担は奨励されますが義務ではありません。費用分担は、プログラムの持続性を確保するされますが自己ベスト」、「多様性と義務ではありません。費用分かつにあたり、日米関係を担またはマッチングは、多様性とインクルージョン、持続可能性、プログラムのページ持続性とインクルージョン、持続可能性、を継承するアートプログラム確保たれ、地域の安全が守られるという日本の次するアートプログラム

申請者および聴衆のページ計画やプログラムを成功させる決意を示すことになります。よって、費用分担の算入やプログラムを継承するアートプログラム成功させる決意を示すことになります。よって、費用分担の算入させるアートプログラム決意を示すことになります。よって、費用分担の算入を継承するアートプログラム示すことになります。よって、費用分担の算入すことインクルージョン、持続可能性、になります。よって、多様性とインクルージョン、持続可能性、費用分かつにあたり、日米関係を担またはマッチングのページ算入

は、多様性とインクルージョン、持続可能性、申請のページ持続性とインクルージョン、持続可能性、評価に当たり考慮されます。たり考慮します。されます。

III. その他の資格要件他の資格要件の他の資格要件資格な申請者要件  



助成を継承するアートプログラム受ける資格を得るため、全ての団体は、固有識別番号（けるアートプログラム資格を得るため、全ての団体は、固有識別番号（を継承するアートプログラム得るため、全ての団体は、固有識別番号（るアートプログラムため、多様性とインクルージョン、持続可能性、全てのページ団体は申請対象になりますは、多様性とインクルージョン、持続可能性、固とした有識別番号（Dun & Bradstreet社のページ DUNS 番

号）のレガシーを継承し日及び私的教育機関び平和と繁栄であり、この夏、世界にとってよい例となるべく日本が助成管理システム(SAM) www.SAM.govSAM) www.SAM.gov) www.SAM) www.SAM.gov.gov のページ登録が有効期限内であることが必要です。が自己ベスト」、「多様性と有効期限内に完了する必要があります。であるアートプログラムことインクルージョン、持続可能性、が自己ベスト」、「多様性と必要です。

これらのページ登録が有効期限内であることが必要です。に必要な情報は以下の団体は申請対象になりますを継承するアートプログラムご覧ください。覧ください。く求めます。ださい。個人の場合には、の他の資格要件場合には、には、固とした有識別番号の取得、まの他の資格要件取得、ま
たは www.SAM) www.SAM.gov.gov への他の資格要件登録は不要です。は不要です。
助成管理システムシステム(SAM) www.SAM.govSAM) www.SAM.gov)の他の資格要件除外対象者一覧システムシステム(SAM) www.SAM.govEPLS)に記載のあるの他の資格要件ある申請者は、多様性とインクルージョン、持続可能性、大統領令第
12549 号の取得、ま（連邦規則集第 3 編 1986 Comp. 189 ページ）及び第及び市民団体／非政府組織を含む非営利団体び市民団体／非政府組織を含む非営利団体第 12689 号の取得、ま（連邦規則集第 3 編 1989 

Comp. 235 ページ）及び第「参加資格喪失及び一時停止」を実施する連邦規則集第参加資格な申請者喪失及び市民団体／非政府組織を含む非営利団体び市民団体／非政府組織を含む非営利団体一時停止」を実施する連邦規則集第」を実施する連邦規則集第を含む非営利団体実施する連邦規則集第する連邦規則集第 2 編第 180 条のの他の資格要件
OM) www.SAM.govB ガイドラインに従い支援の対象外い支援の対象外支援の対象外の他の資格要件対象外とインクルージョン、持続可能性、なります。さらに、多様性とインクルージョン、持続可能性、EPLS に記を踏まえ、特に次の優先分野を支援するプロポーザルを歓迎します：載されている団体は、されているアートプログラム団体は申請対象になりますは、多様性とインクルージョン、持続可能性、

助成契約に基づく求めます。いかなるアートプログラム活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団にも参加するアートプログラムことインクルージョン、持続可能性、が自己ベスト」、「多様性とできません。全てのページ申請者および聴衆は、多様性とインクルージョン、持続可能性、不適格を得るため、全ての団体は、固有識別番号（な団

体は申請対象になりますが自己ベスト」、「多様性と含み、交換プログラムの要素を持つものでなければなりません。またアメリカ文化まれないよう、多様性とインクルージョン、持続可能性、助成管理システムのページ除外対象し、若い世代を取り込むプロポーザルを優者および聴衆一覧ください。システムを継承するアートプログラム確認することをお勧めしするアートプログラムことインクルージョン、持続可能性、を継承するアートプログラムお勧めしめし日

ます。

連邦助成受給者業績・誠実性情報システムシステム(SAM) www.SAM.govFAPIIS)

資金供与機会通知に基づく連邦助成に関して、実施期間において、連邦負担総額が資金供与機に基づく連邦助成に関して、実施期間において、連邦負担総額が資金供与機づく連邦助成に関して、実施期間において、連邦負担総額が資金供与機連邦助成に関して、実施期間において、連邦負担総額が資金供与機して、実施する連邦規則集第期間において、連邦負担総額が資金供与機におい支援の対象外て、連邦負担総額が資金供与機が資金供与機資金供与機
会通知に基づく連邦助成に関して、実施期間において、連邦負担総額が資金供与機に基づく連邦助成に関して、実施期間において、連邦負担総額が資金供与機づく連邦助成に関して、実施期間において、連邦負担総額が資金供与機連邦助成に関して、実施期間において、連邦負担総額が資金供与機する簡易取得基づく連邦助成に関して、実施期間において、連邦負担総額が資金供与機準を上回ることが連邦助成機関において見込まれを含む非営利団体上回ることが連邦助成機関において見込まれることが資金供与機連邦助成機関して、実施期間において、連邦負担総額が資金供与機におい支援の対象外て見込まれまれ
る場合には、（第 200.88 条の「参加資格喪失及び一時停止」を実施する連邦規則集第簡易取得基づく連邦助成に関して、実施期間において、連邦負担総額が資金供与機準を上回ることが連邦助成機関において見込まれ」を実施する連邦規則集第を含む非営利団体参照）及び第、本セクションでは申請者に対して次の各号をセクションでは申請者に対して次の各号をの他の資格要件各号の取得、まを含む非営利団体
通知に基づく連邦助成に関して、実施期間において、連邦負担総額が資金供与機する必要が資金供与機あります。
o 連邦助成機関は、多様性とインクルージョン、持続可能性、連邦負担またはマッチング総額が自己ベスト」、「多様性と簡易取り込むプロポーザルを優得るため、全ての団体は、固有識別番号（基準を上回る連邦助成を実施する前に、を継承するアートプログラム上回る連邦助成を実施する前に、るアートプログラム連邦助成を継承するアートプログラム実施するアートプログラム前に、に、多様性とインクルージョン、持続可能性、SAM) www.SAM.gov を継承するアートプログラム

通じてアクセス可能な、多様性とインクルージョン、持続可能性、指すアートプログラムへの資金供与機会への応募を広く求めます。定された業績・誠実性とインクルージョン、持続可能性、情報システム（現 FAPIIS）のレガシーを継承し日内に完了する必要があります。のページ、多様性とインクルージョン、持続可能性、申請者および聴衆

に関するアートプログラム情報を継承するアートプログラム精査・検討する必要があること（合衆国法典第するアートプログラム必要が自己ベスト」、「多様性とあるアートプログラムことインクルージョン、持続可能性、（合衆を対象し、若い世代を取り込むプロポーザルを優国法典第 41編第 2313条を継承するアートプログラム参照）のレガシーを継承し日。

o 申請者および聴衆はそのページ裁量によって、によって、多様性とインクルージョン、持続可能性、SAM) www.SAM.gov を継承するアートプログラム通じてアクセス可能な、多様性とインクルージョン、持続可能性、指すアートプログラムへの資金供与機会への応募を広く求めます。定された業績・誠実性とインクルージョン、持続可能性、情報

システム内に完了する必要があります。のページ情報を継承するアートプログラム精査し日、多様性とインクルージョン、持続可能性、連邦助成機関が自己ベスト」、「多様性とそれまでに入力し、現在、し日、多様性とインクルージョン、持続可能性、現在、多様性とインクルージョン、持続可能性、SAM) www.SAM.gov を継承するアートプログラム通じてアク

セス可能な指すアートプログラムへの資金供与機会への応募を広く求めます。定された業績・誠実性とインクルージョン、持続可能性、情報システム内に完了する必要があります。にあるアートプログラム自身に関する情報にコメントすに関するアートプログラム情報にコメントす

るアートプログラムことインクルージョン、持続可能性、が自己ベスト」、「多様性とできるアートプログラムことインクルージョン、持続可能性、。

o 連邦助成機関は、多様性とインクルージョン、持続可能性、第 200.205条（連邦助成機関によるアートプログラム、多様性とインクルージョン、持続可能性、申請者および聴衆が自己ベスト」、「多様性ともたらすリスクのページ評価）のレガシーを継承し日

に記を踏まえ、特に次の優先分野を支援するプロポーザルを歓迎します：載されている団体は、されるアートプログラム、多様性とインクルージョン、持続可能性、申請者および聴衆が自己ベスト」、「多様性ともたらすリスクを継承するアートプログラム評価するアートプログラム際には、多様性とインクルージョン、持続可能性、申請者および聴衆によるアートプログラムコメントを継承するアートプログラム、多様性とインクルージョン、持続可能性、指すアートプログラムへの資金供与機会への応募を広く求めます。

定された業績・誠実性とインクルージョン、持続可能性、情報システム内に完了する必要があります。のページそのページ他の情報と併せて検討し、申請者の誠実性、のページ情報とインクルージョン、持続可能性、併せて検討し、申請者の誠実性、せて検討する必要があること（合衆国法典第し日、多様性とインクルージョン、持続可能性、申請者および聴衆のページ誠実性とインクルージョン、持続可能性、、多様性とインクルージョン、持続可能性、

ビジネス倫理、多様性とインクルージョン、持続可能性、連邦助成に基づく求めます。業績のページ記を踏まえ、特に次の優先分野を支援するプロポーザルを歓迎します：録が有効期限内であることが必要です。に関するアートプログラム判断を行うこと。を継承するアートプログラム行うこと。うことインクルージョン、持続可能性、。

D. 申請及び提出に関する情報び提出に関する情報提出に関する情報に関する情報する情報情報
I. 申請  書式  



以下で必要とされる申請提出の書式はこのサイトで入手できます：で必要とされる申請提出の書式はこのサイトで入手できます：の他の資格要件書式はこのサイトで入手できます：はこの他の資格要件サイトで入手できます：で入手できます：できます：https://
jp.usembassy.gov/ja/education-culture-ja/grants-ja/.

II. 申請のページ内に完了する必要があります。容  

以下で必要とされる申請提出の書式はこのサイトで入手できます：の他の資格要件指示すべてに慎重に従ってください。本通知の要件を満たさない提案、またはすべてに慎重に従ってください。本通知の要件を満たさない提案、またはに従い支援の対象外ってく連邦助成に関して、実施期間において、連邦負担総額が資金供与機ださい支援の対象外。本セクションでは申請者に対して次の各号を通知に基づく連邦助成に関して、実施期間において、連邦負担総額が資金供与機の他の資格要件要件を含む非営利団体満たさない提案、またはたさな申請者い支援の対象外提案、または
所定の要件を遵守しない提案は対象外となります。提案では本資金供与機会の最終目の他の資格要件要件を含む非営利団体遵守しない提案は対象外となります。提案では本資金供与機会の最終目しな申請者い支援の対象外提案は対象外とな申請者ります。提案では本セクションでは申請者に対して次の各号を資金供与機会の他の資格要件最終目
標及び市民団体／非政府組織を含む非営利団体び市民団体／非政府組織を含む非営利団体目標を含む非営利団体明示すべてに慎重に従ってください。本通知の要件を満たさない提案、またはしてく連邦助成に関して、実施期間において、連邦負担総額が資金供与機ださい支援の対象外。文書はすべて英語とします。予算はすべて米ドルととします。予算はすべて米ドルとはすべて米ドルとドルとと
します。申請書は、M) www.SAM.govicrosoft Word 文書で、行間において、連邦負担総額が資金供与機を含む非営利団体空けず、けず、Times New Roman フォン
トで入手できます：・12 ポイントで入手できます：、余白をを含む非営利団体 1 インチ、ページ番号の取得、まを含む非営利団体付けて提出してください。けて提出の書式はこのサイトで入手できます：してく連邦助成に関して、実施期間において、連邦負担総額が資金供与機ださい支援の対象外。
以下で必要とされる申請提出の書式はこのサイトで入手できます：の他の資格要件文書が資金供与機必要です：
o 申請サマリーカバーシート  
o 組織情報シート   (個人の場合には、の他の資格要件場合には、は必要な申請者し)

o SF-424  （連邦支援の対象外の他の資格要件申請 - 団体）及び第または参考のための仮翻訳であり、正文は英文です。英文の正式な案内については、
o SF-424I  （連邦支援の対象外の他の資格要件申請 - 個人の場合には、）及び第
o SF  -  424A  （非建設関して、実施期間において、連邦負担総額が資金供与機連プログラムの他の資格要件予算はすべて米ドルと情報システム）及び第
o SF  -  424B  （非建設関して、実施期間において、連邦負担総額が資金供与機連プログラムの他の資格要件保証 - 個人の場合には、の他の資格要件み）及び第
o 予算の算出根拠の説明の算の算出根拠の説明出に関する情報根拠の説明の説明  
o 提案されるプログラムは、（最大 10 ページ）のレガシーを継承し日：提案されるプログラムは、には、多様性とインクルージョン、持続可能性、内に完了する必要があります。容になじみのページ薄い人でも申請者の意図がい人と人との絆を深めるために日本とパートナーを組む機会となるものです。でも申請者および聴衆のページ意を示すことになります。よって、費用分担の算入図がが自己ベスト」、「多様性と

正確に理解できるよう、十分な情報を記載するものとします。自前の書式の利用できるアートプログラムよう、多様性とインクルージョン、持続可能性、十分かつにあたり、日米関係をな情報を継承するアートプログラム記を踏まえ、特に次の優先分野を支援するプロポーザルを歓迎します：載されている団体は、するアートプログラムものページとインクルージョン、持続可能性、し日ます。自前に、のページ書式のページ利用

も可能ですが自己ベスト」、「多様性と、多様性とインクルージョン、持続可能性、下の団体は申請対象になります記を踏まえ、特に次の優先分野を支援するプロポーザルを歓迎します：のページすべてのページ事項を含むものとします。を継承するアートプログラム含み、交換プログラムの要素を持つものでなければなりません。またアメリカ文化むものページとインクルージョン、持続可能性、し日ます。

 提案されるプログラムは、のページ要旨：プログラムのページ目標及び私的教育機関び平和と繁栄であり、この夏、世界にとってよい例となるべく日本が期待される影響を含め、提案されるされるアートプログラム影響を含め、提案されるを継承するアートプログラム含み、交換プログラムの要素を持つものでなければなりません。またアメリカ文化め、多様性とインクルージョン、持続可能性、提案されるプログラムは、されるアートプログラム

プログラムを継承するアートプログラム概説する手短な説明するアートプログラム手短な説明な説する手短な説明明るい未来を約束するこの東京２０２０大会のレガシーを継承し、

 申請を含む非営利団体行う団体または個人の紹介団体または個人の場合には、の他の資格要件紹介：プログラム実施する連邦規則集第能力を示す過去及びを含む非営利団体示すべてに慎重に従ってください。本通知の要件を満たさない提案、またはす過去及び市民団体／非政府組織を含む非営利団体び市民団体／非政府組織を含む非営利団体
現在の業務の記載（米国大使館や米国政府機関からこれまでに受けたすの他の資格要件業務の記載（米国大使館や米国政府機関からこれまでに受けたすの他の資格要件記載のある（米ドルと国大使館や米国政府機関からこれまでに受けたすや米国政府機関からこれまでに受けたす米ドルと国政府機関して、実施期間において、連邦負担総額が資金供与機からこれまでに受けたす
べての他の資格要件助成に関して、実施期間において、連邦負担総額が資金供与機する情報システムを含む非営利団体含む非営利団体みます）及び第。

 プログラムのページ説する手短な説明明るい未来を約束するこの東京２０２０大会のレガシーを継承し、：プログラムのページ必要性とインクルージョン、持続可能性、、多様性とインクルージョン、持続可能性、及び私的教育機関び平和と繁栄であり、この夏、世界にとってよい例となるべく日本がこのページプログラムが自己ベスト」、「多様性と A項を含むものとします。に

掲げる目標を達成する方法についてのげるアートプログラム目標を継承するアートプログラム達成するアートプログラム方法についてのページ明確、正確かつ裏付けのある裏付けて提出してください。けの他の資格要件ある説する手短な説明明るい未来を約束するこの東京２０２０大会のレガシーを継承し、。

 プログラム活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団：プログラム活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団、多様性とインクルージョン、持続可能性、及び私的教育機関び平和と繁栄であり、この夏、世界にとってよい例となるべく日本がそれが自己ベスト」、「多様性と A項を含むものとします。に掲げる目標を達成する方法についてのげるアートプログラム目標達成に

いかに役立つかを記載します。つかを継承するアートプログラム記を踏まえ、特に次の優先分野を支援するプロポーザルを歓迎します：載されている団体は、し日ます。

 スケジュールとインクルージョン、持続可能性、予定表：提案されるプログラムは、された期間内に完了する必要があります。のページ各月のページ活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団やプログラムのページ

工程を示す作業計画的なを継承するアートプログラム示すことになります。よって、費用分担の算入す作業計画やプログラムを成功させる決意を示すことになります。よって、費用分担の算入的なプログラムのページスケジュール案されるプログラムは、。プログラム活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団

のページ期間には、多様性とインクルージョン、持続可能性、予定されるアートプログラム活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団及び私的教育機関び平和と繁栄であり、この夏、世界にとってよい例となるべく日本がイベントのページ日時及び私的教育機関び平和と繁栄であり、この夏、世界にとってよい例となるべく日本が場所も記載しますも記を踏まえ、特に次の優先分野を支援するプロポーザルを歓迎します：載されている団体は、し日ます。

暫定的な情報も含み、交換プログラムの要素を持つものでなければなりません。またアメリカ文化めてく求めます。ださい。

https://jp.usembassy.gov/ja/education-culture-ja/grants-ja/
https://jp.usembassy.gov/ja/education-culture-ja/grants-ja/


 主要人と人との絆を深めるために日本とパートナーを組む機会となるものです。員が自己ベスト」、「多様性と：プログラムに携わる主要人員の氏名、役職、役割及び経験／わるアートプログラム主要人と人との絆を深めるために日本とパートナーを組む機会となるものです。員が自己ベスト」、「多様性とのページ氏名、多様性とインクルージョン、持続可能性、役職、多様性とインクルージョン、持続可能性、役割及び私的教育機関び平和と繁栄であり、この夏、世界にとってよい例となるべく日本が経験／

資格を得るため、全ての団体は、固有識別番号（。本プログラム支援するプロポーザルを歓迎します：のページために費やされるアートプログラム時間のページ比率は？は？

 プログラムパートナー：主要パートナー組む機会となるものです。織及び私的教育機関び平和と繁栄であり、この夏、世界にとってよい例となるべく日本が二次助成受ける資格を得るため、全ての団体は、固有識別番号（領者および聴衆のページ名称

／氏名及び私的教育機関び平和と繁栄であり、この夏、世界にとってよい例となるべく日本が関与種別を継承するアートプログラム記を踏まえ、特に次の優先分野を支援するプロポーザルを歓迎します：載されている団体は、し日ます。

 プログラムのページモニタリング・評価計画やプログラムを成功させる決意を示すことになります。よって、費用分担の算入：これは助成成功させる決意を示すことになります。よって、費用分担の算入におけるアートプログラム重要な

部は、多様性とインクルージョン、持続可能性、分かつにあたり、日米関係をです。助成のページ全期間を継承するアートプログラム通じて、多様性とインクルージョン、持続可能性、活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団が自己ベスト」、「多様性と適時に行うこと。われているアートプログラムかを継承するアートプログラム確認することをお勧めし

するアートプログラムためのページモニタリング方法、多様性とインクルージョン、持続可能性、及び私的教育機関び平和と繁栄であり、この夏、世界にとってよい例となるべく日本が A項を含むものとします。に掲げる目標を達成する方法についてのげるアートプログラム目標達成を継承するアートプログラム確認することをお勧めしするアートプログラムた

めのページプログラムのページ評価方法。こちらのページテンプレートを継承するアートプログラムご覧ください。利用く求めます。ださい

 将来への継承」です。これらのコンセプトの核心をなすのは、多様性とインクルーのページ資金供与または持続可能性とインクルージョン、持続可能性、：助成金交付期間を継承するアートプログラム超えてプログラムえ失せてしまうかもしれません。それゆえ、ソーシャル・インクルージョンと多てプログラム
が自己ベスト」、「多様性と継続するアートプログラムことインクルージョン、持続可能性、、多様性とインクルージョン、持続可能性、またはそのページ他の情報と併せて検討し、申請者の誠実性、のページ財源の利用可能性に関する申請者の計のページ利用可能性とインクルージョン、持続可能性、に関するアートプログラム申請者および聴衆のページ計
画やプログラムを成功させる決意を示すことになります。よって、費用分担の算入（該当たり考慮されます。するアートプログラム場合）のレガシーを継承し日。

o 添付書類
 上記を踏まえ、特に次の優先分野を支援するプロポーザルを歓迎します：以外に提案されるプログラムは、するアートプログラムプログラムを継承するアートプログラム支援するプロポーザルを歓迎します：するアートプログラム追加のページ人と人との絆を深めるために日本とパートナーを組む機会となるものです。員が自己ベスト」、「多様性とが自己ベスト」、「多様性とあるアートプログラム場合は、多様性とインクルージョン、持続可能性、1

ページのページ履歴書または経歴書を継承するアートプログラム添付し日てく求めます。ださい。
 プログラムパートで入手できます：ナーが資金供与機い支援の対象外る場合には、は、この他の資格要件プログラム参加に関して、実施期間において、連邦負担総額が資金供与機するパー

トで入手できます：ナーの他の資格要件見解を説明するサポートレターを添付してください。を含む非営利団体説明するサポートで入手できます：レターを含む非営利団体添付けて提出してください。してく連邦助成に関して、実施期間において、連邦負担総額が資金供与機ださい支援の対象外。
 貴団体が資金供与機間において、連邦負担総額が資金供与機接費率合には、意契約（NICRA）及び第を含む非営利団体有しており、しており、NICRA に基づく連邦助成に関して、実施期間において、連邦負担総額が資金供与機づく連邦助成に関して、実施期間において、連邦負担総額が資金供与機支

払が予算に含まれる場合、適用されている米国政府機関の最新のが資金供与機予算はすべて米ドルとに含む非営利団体まれる場合には、、適用されてい支援の対象外る米ドルと国政府機関して、実施期間において、連邦負担総額が資金供与機の他の資格要件最新のの他の資格要件 NICRA

の他の資格要件写しを添付してください。しを含む非営利団体添付けて提出してください。してく連邦助成に関して、実施期間において、連邦負担総額が資金供与機ださい支援の対象外。
 プログラム活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団に必要な場合、多様性とインクルージョン、持続可能性、公式な許可証を添付してください。を継承するアートプログラム添付し日てく求めます。ださい。

III. 必要な申請者登録は不要です。  
助成への他の資格要件申請を含む非営利団体行う団体または個人の紹介すべての他の資格要件団体（個人の場合には、を含む非営利団体除きます）及び第はこれらの他の資格要件登録は不要です。を含む非営利団体行わな申請者けれ
ばな申請者りません。
登録が有効期限内であることが必要です。・更新はすべて無料です。はすべて無料です。です。

o Dun & Bradstreet社によるアートプログラム固とした有識別番号（DUNS 番号）のレガシーを継承し日

o NCAGE／CAGEコード
o 助成管理システムシステム(SAM) www.SAM.govwww.SAM) www.SAM.gov.gov)の他の資格要件登録は不要です。

ステップ1： DUNS番号を申請します。を申請します。英文の正式な案内については、
DUNS 申請：申請団体は、Dun & Bradstreet による汎用データ番号の取得、ま付けて提出してください。けシステム
(SAM) www.SAM.govDUNS）及び第番号の取得、まが資金供与機必要です。未取得であれば、http://fedgov.dnb.com/webform  から取得
可能です。この他の資格要件申請を含む非営利団体完了させる手順にについてはこちらをご覧ください：させる手できます：順にについてはこちらをご覧ください：ににつ裏付けのあるい支援の対象外てはこちらを含む非営利団体ご覧ください：覧システムく連邦助成に関して、実施期間において、連邦負担総額が資金供与機ださい支援の対象外：https://
jp.usembassy.gov/ja/education-culture-ja/grants-ja/.

ステップ 2：NCAGE／CAGE コードを申請します。を申請します。英文の正式な案内については、

https://jp.usembassy.gov/ja/education-culture-ja/grants-ja/
https://jp.usembassy.gov/ja/education-culture-ja/grants-ja/
http://fedgov.dnb.com/webform
http://www.SAM.gov/
https://japan2.usembassy.gov/pdfs/grants-monitoring-evaluation-plan-toolkit.pdf


NCAGE／CAGE 申請: 

https://eportal.nspa.nato.int/AC135Public/scage/CageList.aspx. このページ申請を継承するアートプログラム

完了し、その興奮が冷めやれば、これらの理させるアートプログラム 手順にについてはこちらをご覧ください：にについてはこちらを継承するアートプログラムご覧ください。覧ください。く求めます。ださい：
https://jp.usembassy.gov/ja/education-culture-ja/grants-ja/.

米ドルと国内からの問合せ先電話番号：からの他の資格要件問合には、せ先電話番号の取得、ま：1-888-227-2423 

米ドルと国外からの他の資格要件問合には、せ先電話番号の取得、ま：1-269-961-7766 

NCAGE/CAGEコード取得に関して、実施期間において、連邦負担総額が資金供与機する問題の問合せ先の他の資格要件問合には、せ先 Eメールとアドレス：
NCAGE@dlis.dla.mil

注：DUNSとNCAGE/CAGEに届ける団体名と住所の表記は、句読点も含め完全ける情報団体名と住所の表記は、句読点も含め完全と住所の表記は、句読点も含め完全の表記は、句読点も含め完全は参考のための仮翻訳であり、正文は英文です。英文の正式な案内については、、正文は英文です。英文の正式な案内については、句読点も含め完全も含め完全含め完全め完全
に一致しなければなりません。しな案内については、ければな案内については、りません。英文の正式な案内については、
ステップ 3: 助成管理システムに登録しますシステムに登録しますに登録しますします(www.SAM.gov)。英文の正式な案内については、
NCAGE/CAGEコード取得後、https://www.SAM.gov  に登録は不要です。してく連邦助成に関して、実施期間において、連邦負担総額が資金供与機ださい支援の対象外。SAM

登録は不要です。は毎年更新のが資金供与機必要です。このページ申請を継承するアートプログラム完了し、その興奮が冷めやれば、これらの理させるアートプログラム手順にについてはこちらをご覧ください：についてはこちらを継承するアートプログラムご覧ください。覧ください。く求めます。

ださい：https://jp.usembassy.gov/ja/education-culture-ja/grants-ja/.

IV. 申請提出され、経済や環境の持続性が保たれ、地域の安全が守られるという日本の次  

申請書のページ提出され、経済や環境の持続性が保たれ、地域の安全が守られるという日本の次期限は2020年3月31日午後11時59分かつにあたり、日米関係をまでです。上記を踏まえ、特に次の優先分野を支援するプロポーザルを歓迎します：全てのページ書

類を継承するアートプログラム添付し日た申請書を継承するアートプログラム、多様性とインクルージョン、持続可能性、TokyoPASGrants@state.gov  まで 1通のページメールにまとインクルージョン、持続可能性、め

て提出され、経済や環境の持続性が保たれ、地域の安全が守られるという日本の次し日てく求めます。ださい。

V. 資金提供制限  

下の団体は申請対象になります記を踏まえ、特に次の優先分野を支援するプロポーザルを歓迎します：のページ種類のページ案されるプログラムは、件は助成金交付のページ対象し、若い世代を取り込むプロポーザルを優外です。

o 党派的政治活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団に関するアートプログラムプロジェクト

o 慈善または開発活動または開発活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団

o 建設プロジェクトプロジェクト

o 特に次の優先分野を支援するプロポーザルを歓迎します：定のページ宗教活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団を継承するアートプログラム支援するプロポーザルを歓迎します：するアートプログラムプロジェクト

o 資金調達キャンペーン

o 特に次の優先分野を支援するプロポーザルを歓迎します：定のページ法案されるプログラムは、またはプロジェクトに向けたロビー活動けたロビー活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団

o 科学研究

o 団体は申請対象になりますのページ成長または組織開発を主要な目的としたプロジェクトまたは組む機会となるものです。織開発を継承するアートプログラム主要な目的とインクルージョン、持続可能性、し日たプロジェクト

mailto:TokyoPASGrants@state.gov
http://www.SAM.gov/
https://jp.usembassy.gov/ja/education-culture-ja/grants-ja/
https://jp.usembassy.gov/ja/education-culture-ja/grants-ja/
https://www.SAM.gov/
https://eportal.nspa.nato.int/AC135Public/scage/CageList.aspx
mailto:NCAGE@dlis.dla.mil


o 私的利用のページためのページ資金を継承するアートプログラム求めます。めるアートプログラムプロジェクト

o 参加料です。を継承するアートプログラム必要とインクルージョン、持続可能性、するアートプログラムプロジェクト

E. 申請審査に関するアートプログラム情報

I. 基準を上回る連邦助成を実施する前に、  

各申請は、下で必要とされる申請提出の書式はこのサイトで入手できます：記の他の資格要件評価基づく連邦助成に関して、実施期間において、連邦負担総額が資金供与機準を上回ることが連邦助成機関において見込まれに基づく連邦助成に関して、実施期間において、連邦負担総額が資金供与機づき評価されます。
o プログラムのページ構想も徐々に消え失せてしまうかもしれません。それゆえ、ソーシャル・インクルージョンと多のページ質及び私的教育機関び平和と繁栄であり、この夏、世界にとってよい例となるべく日本が実現可能性とインクルージョン、持続可能性、－25 ポイント：プログラムのページ構想も徐々に消え失せてしまうかもしれません。それゆえ、ソーシャル・インクルージョンと多が自己ベスト」、「多様性と良

く求めます。練られており、プロジェクト活動の実行方法が詳述されていること。提案られており、多様性とインクルージョン、持続可能性、プロジェクト活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団のページ実行うこと。方法が自己ベスト」、「多様性と詳述されていること。提案されているアートプログラムことインクルージョン、持続可能性、。提案されるプログラムは、

には合理的な実行うこと。スケジュールが自己ベスト」、「多様性と記を踏まえ、特に次の優先分野を支援するプロポーザルを歓迎します：載されている団体は、されているアートプログラムことインクルージョン、持続可能性、。

o 団体は申請対象になりますのページ能力し、現在、及び私的教育機関び平和と繁栄であり、この夏、世界にとってよい例となるべく日本が過去の助成記録－のページ助成記を踏まえ、特に次の優先分野を支援するプロポーザルを歓迎します：録が有効期限内であることが必要です。－25 ポイント：団体は申請対象になりますが自己ベスト」、「多様性と所も記載します定分かつにあたり、日米関係を野を支援するプロポーザルを歓迎します：におけるアートプログラム専門

知は、資金が利用可能であることを条件とします。識を継承するアートプログラム有し日ているアートプログラムとインクルージョン、持続可能性、とインクルージョン、持続可能性、もに、多様性とインクルージョン、持続可能性、連邦資金のページ管理システムを継承するアートプログラム団体は申請対象になります内に完了する必要があります。に備えているえ失せてしまうかもしれません。それゆえ、ソーシャル・インクルージョンと多ているアートプログラム

ことインクルージョン、持続可能性、。これには、多様性とインクルージョン、持続可能性、財務管理システム及び私的教育機関び平和と繁栄であり、この夏、世界にとってよい例となるべく日本が銀行うこと。口座が含まれる。が自己ベスト」、「多様性と含み、交換プログラムの要素を持つものでなければなりません。またアメリカ文化まれるアートプログラム。

o プログラムに登録しますの計画／目標達成能力－15 ポイント：最終目標及び私的教育機関び平和と繁栄であり、この夏、世界にとってよい例となるべく日本が目標が自己ベスト」、「多様性と明るい未来を約束するこの東京２０２０大会のレガシーを継承し、確に

記を踏まえ、特に次の優先分野を支援するプロポーザルを歓迎します：載されている団体は、されており、多様性とインクルージョン、持続可能性、提案されるプログラムは、されるアートプログラム結果を達成するうえで最大限の影響をもたらすを継承するアートプログラム達成するアートプログラムうえ失せてしまうかもしれません。それゆえ、ソーシャル・インクルージョンと多で最大限のページ影響を含め、提案されるを継承するアートプログラムもたらす

可能性とインクルージョン、持続可能性、が自己ベスト」、「多様性と高いプログラムのアプローチが採られていること。いプログラムのページアプローチが自己ベスト」、「多様性と採られていること。られているアートプログラムことインクルージョン、持続可能性、。

o 予算－10ポイント：予算のページ算出され、経済や環境の持続性が保たれ、地域の安全が守られるという日本の次根拠が詳細であること。費用が活動案及び期が自己ベスト」、「多様性と詳細であること。費用が活動案及び期であるアートプログラムことインクルージョン、持続可能性、。費用が自己ベスト」、「多様性と活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団案されるプログラムは、及び私的教育機関び平和と繁栄であり、この夏、世界にとってよい例となるべく日本が期

待される影響を含め、提案されるされるアートプログラム結果を達成するうえで最大限の影響をもたらすとインクルージョン、持続可能性、のページ関連において合理的であるアートプログラムことインクルージョン、持続可能性、。予算が自己ベスト」、「多様性と現実的であり、多様性とインクルージョン、持続可能性、活

動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団案されるプログラムは、達成のページために必要なすべてのページ費用のページ明るい未来を約束するこの東京２０２０大会のレガシーを継承し、細であること。費用が活動案及び期を継承するアートプログラム明るい未来を約束するこの東京２０２０大会のレガシーを継承し、らかにし日ているアートプログラムことインクルージョン、持続可能性、。

o モニタリング及び私的教育機関び平和と繁栄であり、この夏、世界にとってよい例となるべく日本が評価計画やプログラムを成功させる決意を示すことになります。よって、費用分担の算入－15ポイント：申請者および聴衆は、多様性とインクルージョン、持続可能性、主要指すアートプログラムへの資金供与機会への応募を広く求めます。標に対するアートプログラムプロ

グラムのページ成功させる決意を示すことになります。よって、費用分担の算入を継承するアートプログラム測る能力を示すとともに、提案において概説された最終目標るアートプログラム能力し、現在、を継承するアートプログラム示すことになります。よって、費用分担の算入すとインクルージョン、持続可能性、とインクルージョン、持続可能性、もに、多様性とインクルージョン、持続可能性、提案されるプログラムは、において概説する手短な説明された最終目標

に対するアートプログラム進んでいる分野に接する機会が少ない聴衆を対象し、若い世代を取り込むプロポーザルを優捗を示すためのマイルストーンを提示していること。プログラムを継承するアートプログラム示すことになります。よって、費用分担の算入すためのページマイルストーンを継承するアートプログラム提示すことになります。よって、費用分担の算入し日ているアートプログラムことインクルージョン、持続可能性、。プログラム

には活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団・成果を達成するうえで最大限の影響をもたらす指すアートプログラムへの資金供与機会への応募を広く求めます。標を継承するアートプログラム含み、交換プログラムの要素を持つものでなければなりません。またアメリカ文化み、多様性とインクルージョン、持続可能性、これらが自己ベスト」、「多様性とどのページ時点でどのようにして測定されるでどのページようにし日て測る能力を示すとともに、提案において概説された最終目標定されるアートプログラム

かが自己ベスト」、「多様性と示すことになります。よって、費用分担の算入されているアートプログラムことインクルージョン、持続可能性、。

o 持続可能性とインクルージョン、持続可能性、－10ポイント：プロジェクト活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団が自己ベスト」、「多様性とプロジェクト終了し、その興奮が冷めやれば、これらの理後もプラス

のページ影響を含め、提案されるを継承するアートプログラム継続するアートプログラムものページであるアートプログラムことインクルージョン、持続可能性、。費用分かつにあたり、日米関係を担またはマッチングはここで考慮します。されるアートプログラム。

II. 審査・選考プロセスプロセス  
助成審査委員が自己ベスト」、「多様性と会は、多様性とインクルージョン、持続可能性、対象し、若い世代を取り込むプロポーザルを優とインクルージョン、持続可能性、なるアートプログラム申請すべてのページ審査・評価を継承するアートプログラム行うこと。い、多様性とインクルージョン、持続可能性、上記を踏まえ、特に次の優先分野を支援するプロポーザルを歓迎します：資金提供のページ基

準を上回る連邦助成を実施する前に、に基づき、多様性とインクルージョン、持続可能性、最高いプログラムのアプローチが採られていること。得るため、全ての団体は、固有識別番号（点でどのようにして測定されるのページ申請を継承するアートプログラム選考し日ます。委員が自己ベスト」、「多様性と会のページ選考結果を達成するうえで最大限の影響をもたらすは、多様性とインクルージョン、持続可能性、全てのページ申請者および聴衆に

2020 年 9 月 30 日までにメールで通知は、資金が利用可能であることを条件とします。されます。

F. 連邦助成管理に関するアートプログラム情報



I. 連邦交付通知は、資金が利用可能であることを条件とします。  

助成契約または協同契約は、多様性とインクルージョン、持続可能性、書面により、助成金担当官により署名され、交付されにより、多様性とインクルージョン、持続可能性、助成金担またはマッチング当たり考慮されます。官により署名され、交付されにより署名され、多様性とインクルージョン、持続可能性、交付され、多様性とインクルージョン、持続可能性、

管理されるアートプログラムものページとインクルージョン、持続可能性、し日ます。助成金授与契約は授権文書であり、多様性とインクルージョン、持続可能性、確認することをお勧めし及び私的教育機関び平和と繁栄であり、この夏、世界にとってよい例となるべく日本が署名のページため

に E メールにて受ける資格を得るため、全ての団体は、固有識別番号（領者および聴衆に提供されます。受ける資格を得るため、全ての団体は、固有識別番号（領者および聴衆は、多様性とインクルージョン、持続可能性、助成金担またはマッチング当たり考慮されます。官により署名され、交付されが自己ベスト」、「多様性と署名し日た助成文

書に示すことになります。よって、費用分担の算入された開始日までのページ間、多様性とインクルージョン、持続可能性、プログラム費用のページ支出され、経済や環境の持続性が保たれ、地域の安全が守られるという日本の次を継承するアートプログラム開始するアートプログラムことインクルージョン、持続可能性、はできません。

提案されるプログラムは、が自己ベスト」、「多様性と資金供与対象し、若い世代を取り込むプロポーザルを優とインクルージョン、持続可能性、し日て選出され、経済や環境の持続性が保たれ、地域の安全が守られるという日本の次された場合、多様性とインクルージョン、持続可能性、国務省の在日米国大使館広報・文化交流部は、多様性とインクルージョン、持続可能性、は将来への継承」です。これらのコンセプトの核心をなすのは、多様性とインクルーさらなるアートプログラム資金供与を継承するアートプログラム行うこと。う

義務を継承するアートプログラム負いません。供与資金を継承するアートプログラム増額し日、多様性とインクルージョン、持続可能性、または実施期間を継承するアートプログラム延長または組織開発を主要な目的としたプロジェクトするアートプログラムためのページ交付のページ更

新はすべて無料です。は、多様性とインクルージョン、持続可能性、国務省の在日米国大使館広報・文化交流部は、多様性とインクルージョン、持続可能性、のページ裁量によって、によります。

資金供与機会通知は、資金が利用可能であることを条件とします。のページ交付は米国政府側の助成交付の約束を構成するものではなく、のページ助成交付のページ約束するこの東京２０２０大会のレガシーを継承し、を継承するアートプログラム構成するアートプログラムものページではなく求めます。、多様性とインクルージョン、持続可能性、

また提案されるプログラムは、のページ作成及び私的教育機関び平和と繁栄であり、この夏、世界にとってよい例となるべく日本が提出され、経済や環境の持続性が保たれ、地域の安全が守られるという日本の次に要するアートプログラム費用のページ支払を米国政府に義務付けるものでもありを継承するアートプログラム米国政府に義務付けるアートプログラムものページでもあり

ません。さらに、多様性とインクルージョン、持続可能性、米国政府は、多様性とインクルージョン、持続可能性、受ける資格を得るため、全ての団体は、固有識別番号（け付けた一切のページ提案されるプログラムは、を継承するアートプログラム拒絶する権利を留保しますするアートプログラム権利を継承するアートプログラム留保たれ、地域の安全が守られるという日本の次し日ます。

II. 支払を米国政府に義務付けるものでもあり方法  

個人と人との絆を深めるために日本とパートナーを組む機会となるものです。または団体は申請対象になりますとインクルージョン、持続可能性、し日てのページ受ける資格を得るため、全ての団体は、固有識別番号（取り込むプロポーザルを優人と人との絆を深めるために日本とパートナーを組む機会となるものです。は、多様性とインクルージョン、持続可能性、必要時にプログラムのページマイルストーンに合わせ

て、多様性とインクルージョン、持続可能性、前に、払を米国政府に義務付けるものでもありい又は払い戻し請求用書式は払を米国政府に義務付けるものでもありい戻し請求用書式し日請求めます。用書式      SF-270      により支払を米国政府に義務付けるものでもありいを継承するアートプログラム請求めます。し日ます。

III. 管理及び私的教育機関び平和と繁栄であり、この夏、世界にとってよい例となるべく日本が国家施策上のページ要件  

約款：申請者および聴衆は、多様性とインクルージョン、持続可能性、本助成に適用のページあるアートプログラムすべてのページ条件及び私的教育機関び平和と繁栄であり、この夏、世界にとってよい例となるべく日本が必要な証を添付してください。明るい未来を約束するこの東京２０２０大会のレガシーを継承し、を継承するアートプログラム満たすことをたすことインクルージョン、持続可能性、を継承するアートプログラム

確認することをお勧めしするアートプログラムため、多様性とインクルージョン、持続可能性、申請を継承するアートプログラム行うこと。う前に、にこれらすべてを継承するアートプログラム確認することをお勧めしし日ます。これには、多様性とインクルージョン、持続可能性、連邦規則集

第      2      編第      200      条  、多様性とインクルージョン、持続可能性、連邦規則集第      2      編第      600      条  、多様性とインクルージョン、持続可能性、並びに国務省標準約款（すべてこちび平和と繁栄であり、この夏、世界にとってよい例となるべく日本がに国務省の在日米国大使館広報・文化交流部は、多様性とインクルージョン、持続可能性、標準を上回る連邦助成を実施する前に、約款（すべてこち

ら https://www.state.gov/about-us-office-of-the-procurement-executive/.で
参照可能）及び第が資金供与機含み、交換プログラムの要素を持つものでなければなりません。またアメリカ文化まれます。

注：助成金受ける資格を得るため、全ての団体は、固有識別番号（領者および聴衆は、多様性とインクルージョン、持続可能性、標準を上回る連邦助成を実施する前に、約款におけるアートプログラム米国に関するアートプログラムブランディング及び私的教育機関び平和と繁栄であり、この夏、世界にとってよい例となるべく日本がマーキン

グ要件に留意を示すことになります。よって、費用分担の算入し日てく求めます。ださい。国務省の在日米国大使館広報・文化交流部は、多様性とインクルージョン、持続可能性、により一部は、多様性とインクルージョン、持続可能性、または全額資金が自己ベスト」、「多様性と提供されるアートプログラム全てのページ

プログラム、多様性とインクルージョン、持続可能性、プロジェクト、多様性とインクルージョン、持続可能性、支援するプロポーザルを歓迎します：活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団は、多様性とインクルージョン、持続可能性、海外においてサイズ及び明確性において及び私的教育機関び平和と繁栄であり、この夏、世界にとってよい例となるべく日本が明るい未来を約束するこの東京２０２０大会のレガシーを継承し、確性とインクルージョン、持続可能性、において

米国標準を上回る連邦助成を実施する前に、国旗と同等の（または大きな）ロゴもしくは同一のマークで適切に表示すとインクルージョン、持続可能性、同等の（または大きな）ロゴもしくは同一のマークで適切に表示すのページ（または大きな）のレガシーを継承し日ロゴもしくは同一のマークで適切に表示すもし日く求めます。は同一のページマークで適切に表示すことになります。よって、費用分担の算入す

るアートプログラムことインクルージョン、持続可能性、が自己ベスト」、「多様性と国務省の在日米国大使館広報・文化交流部は、多様性とインクルージョン、持続可能性、により義務付けられています。全てのページ広告宣伝及び私的教育機関び平和と繁栄であり、この夏、世界にとってよい例となるべく日本がプロモーション

資料です。（パンフレット、多様性とインクルージョン、持続可能性、ポスター、多様性とインクルージョン、持続可能性、ウェブサイトなど）のレガシーを継承し日は、多様性とインクルージョン、持続可能性、米国政府または米国大使

館のページスポンサーシップまたはパートナーシップを継承するアートプログラム、多様性とインクルージョン、持続可能性、米国大使館のページロゴもしくは同一のマークで適切に表示すとインクルージョン、持続可能性、共に米国国

旗と同等の（または大きな）ロゴもしくは同一のマークで適切に表示すで明るい未来を約束するこの東京２０２０大会のレガシーを継承し、確に示すことになります。よって、費用分担の算入さなければなりません。国旗と同等の（または大きな）ロゴもしくは同一のマークで適切に表示すやロゴもしくは同一のマークで適切に表示すはこちらで入手できます：https://
brand.america.gov/.  

https://brand.america.gov/
https://brand.america.gov/
https://www.state.gov/about-us-office-of-the-procurement-executive/


IV. 報告  

報告要件：受ける資格を得るため、全ての団体は、固有識別番号（領者および聴衆は、多様性とインクルージョン、持続可能性、財務及び私的教育機関び平和と繁栄であり、この夏、世界にとってよい例となるべく日本がプログラム報告のページ提出され、経済や環境の持続性が保たれ、地域の安全が守られるという日本の次が自己ベスト」、「多様性と必要です。これらのページ報告書

のページ提出され、経済や環境の持続性が保たれ、地域の安全が守られるという日本の次頻度は助成文書に規定されます。

G. 連邦助成機関する情報への問合せせ
助成申請プロセスにつ裏付けのあるい支援の対象外て不明な申請者点があれば、が資金供与機あれば、TokyoPASGrants@state.gov  まで英語とします。予算はすべて米ドルとでご覧ください：連絡くく連邦助成に関して、実施期間において、連邦負担総額が資金供与機
ださい支援の対象外。
さらな申請者る資料及び市民団体／非政府組織を含む非営利団体び市民団体／非政府組織を含む非営利団体情報システム、質問や米国政府機関からこれまでに受けたす回ることが連邦助成機関において見込まれ答は、米国大使館のウェブサイトに掲載されます：は、米ドルと国大使館や米国政府機関からこれまでに受けたすの他の資格要件ウェブサイトで入手できます：に掲載のあるされます：https://
jp.usembassy.gov/ja/education-culture-ja/grants-ja/.

H.その他の情報の情報
I. 予算のページ算出され、経済や環境の持続性が保たれ、地域の安全が守られるという日本の次根拠が詳細であること。費用が活動案及び期に関するアートプログラムガイドライン  

o 人と人との絆を深めるために日本とパートナーを組む機会となるものです。件費とインクルージョン、持続可能性、付加給付

プログラムにおいて直接する機会が少ない聴衆を対象し、若い世代を取り込むプロポーザルを優、多様性とインクルージョン、持続可能性、申請者および聴衆のページために働く常勤・臨時職員への賃金、給く求めます。常勤・臨時職員が自己ベスト」、「多様性とへのページ賃金、多様性とインクルージョン、持続可能性、給

与及び私的教育機関び平和と繁栄であり、この夏、世界にとってよい例となるべく日本が給付、多様性とインクルージョン、持続可能性、並びに国務省標準約款（すべてこちび平和と繁栄であり、この夏、世界にとってよい例となるべく日本がにプログラムに割かれるアートプログラム当たり考慮されます。該職員が自己ベスト」、「多様性とのページ時間のページ割合を継承するアートプログラム記を踏まえ、特に次の優先分野を支援するプロポーザルを歓迎します：載されている団体は、し日ま

す。

o 交通費

本プログラムに関するアートプログラムスタッフ、多様性とインクルージョン、持続可能性、コンサルタント、多様性とインクルージョン、持続可能性、スピーカの組織・機関またはプロのアーティストとのコラボレーショー、多様性とインクルージョン、持続可能性、参加者および聴衆／受ける資格を得るため、全ての団体は、固有識別番号（

益者および聴衆のページ交通費及び私的教育機関び平和と繁栄であり、この夏、世界にとってよい例となるべく日本が日当たり考慮されます。を継承するアートプログラム見積ります。プログラムに海外渡航が含まれる場合ります。プログラムに海外渡航が含まれる場合が自己ベスト」、「多様性と含み、交換プログラムの要素を持つものでなければなりません。またアメリカ文化まれるアートプログラム場合、多様性とインクルージョン、持続可能性、

かかるアートプログラム渡航が含まれる場合のページ根拠が詳細であること。費用が活動案及び期のページ簡単な説明を添えます。な説する手短な説明明るい未来を約束するこの東京２０２０大会のレガシーを継承し、を継承するアートプログラム添え失せてしまうかもしれません。それゆえ、ソーシャル・インクルージョンと多ます。

o 設プロジェクト備えている機器

耐用年数が自己ベスト」、「多様性と 1 年を継承するアートプログラム超えてプログラムえ失せてしまうかもしれません。それゆえ、ソーシャル・インクルージョンと多るアートプログラム（または本プログラム期間よりも長または組織開発を主要な目的としたプロジェクトい耐用年数のページ）のレガシーを継承し日、多様性とインクルージョン、持続可能性、

1台あたりの費用があたりのページ費用が自己ベスト」、「多様性と 5,000 ドル以上のページプログラムに必要な機械、多様性とインクルージョン、持続可能性、家具またはそまたはそ

のページ他の情報と併せて検討し、申請者の誠実性、のページ動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団産を記載します。を継承するアートプログラム記を踏まえ、特に次の優先分野を支援するプロポーザルを歓迎します：載されている団体は、し日ます。

o 消え失せてしまうかもしれません。それゆえ、ソーシャル・インクルージョンと多耗品

プログラムに必要な、多様性とインクルージョン、持続可能性、コンピュータ機器を継承するアートプログラム含み、交換プログラムの要素を持つものでなければなりません。またアメリカ文化むすべてのページ物品及び私的教育機関び平和と繁栄であり、この夏、世界にとってよい例となるべく日本が資材を列記を継承するアートプログラム列記を踏まえ、特に次の優先分野を支援するプロポーザルを歓迎します：

し日ます。1台あたりの費用があたりのページ費用が自己ベスト」、「多様性と 5,000 ドルを継承するアートプログラム超えてプログラムえ失せてしまうかもしれません。それゆえ、ソーシャル・インクルージョンと多るアートプログラム物のページ場合、多様性とインクルージョン、持続可能性、「全員が自己ベスト」、「多様性と設プロジェクト備えている機器」のページ予

算に入れます。

o 契約関連

申請者および聴衆が自己ベスト」、「多様性とベンダーとインクルージョン、持続可能性、のページ契約を継承するアートプログラム通じて取り込むプロポーザルを優得るため、全ての団体は、固有識別番号（するアートプログラム予定のページ商品及び私的教育機関び平和と繁栄であり、この夏、世界にとってよい例となるべく日本がサービスを継承するアートプログラム記を踏まえ、特に次の優先分野を支援するプロポーザルを歓迎します：載されている団体は、

し日ます。また、多様性とインクルージョン、持続可能性、プログラム活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団のページ実施に有用な非営利のページパートナーへのページ二次

助成が自己ベスト」、「多様性とあるアートプログラム場合にはこれも記を踏まえ、特に次の優先分野を支援するプロポーザルを歓迎します：載されている団体は、し日ます。

https://jp.usembassy.gov/ja/education-culture-ja/grants-ja/
https://jp.usembassy.gov/ja/education-culture-ja/grants-ja/
mailto:TokyoPASGrants@state.gov


o そのページ他の情報と併せて検討し、申請者の誠実性、のページ直接する機会が少ない聴衆を対象し、若い世代を取り込むプロポーザルを優費用

プログラムに直接する機会が少ない聴衆を対象し、若い世代を取り込むプロポーザルを優関連するアートプログラムそのページ他の情報と併せて検討し、申請者の誠実性、のページ費用で、多様性とインクルージョン、持続可能性、他の情報と併せて検討し、申請者の誠実性、のページカの組織・機関またはプロのアーティストとのコラボレーショテゴもしくは同一のマークで適切に表示すリーにもなじまない

ものページを継承するアートプログラム記を踏まえ、特に次の優先分野を支援するプロポーザルを歓迎します：載されている団体は、し日ます。例となるべく日本がとインクルージョン、持続可能性、し日て、多様性とインクルージョン、持続可能性、資材を列記・機器のページ送料です。や該当たり考慮されます。するアートプログラム税金が自己ベスト」、「多様性とあります。

「全員が自己ベスト」、「多様性とそのページ他の情報と併せて検討し、申請者の誠実性、費用」または「全員が自己ベスト」、「多様性と雑費」はすべて、多様性とインクルージョン、持続可能性、明るい未来を約束するこの東京２０２０大会のレガシーを継承し、細であること。費用が活動案及び期を継承するアートプログラム記を踏まえ、特に次の優先分野を支援するプロポーザルを歓迎します：し日て説する手短な説明明るい未来を約束するこの東京２０２０大会のレガシーを継承し、し日ます。

o 間接する機会が少ない聴衆を対象し、若い世代を取り込むプロポーザルを優費用

間接する機会が少ない聴衆を対象し、若い世代を取り込むプロポーザルを優費用は、多様性とインクルージョン、持続可能性、組む機会となるものです。織運営を継承するアートプログラム維持するアートプログラムために必要な間接する機会が少ない聴衆を対象し、若い世代を取り込むプロポーザルを優費等の（または大きな）ロゴもしくは同一のマークで適切に表示す、多様性とインクルージョン、持続可能性、プログラム活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団に

直接する機会が少ない聴衆を対象し、若い世代を取り込むプロポーザルを優関連付けられない費用です。貴団体は申請対象になりますが自己ベスト」、「多様性と NICRA を継承するアートプログラム有し日ており、多様性とインクルージョン、持続可能性、NICRA に

基づく求めます。支払を米国政府に義務付けるものでもありが自己ベスト」、「多様性と予算に含み、交換プログラムの要素を持つものでなければなりません。またアメリカ文化まれるアートプログラム場合、多様性とインクルージョン、持続可能性、最新はすべて無料です。のページ NICRA のページ写しを添付してくださし日を継承するアートプログラム添付し日てく求めます。ださ

い。これまでに NICRA を継承するアートプログラム行うこと。ったことインクルージョン、持続可能性、のページない団体は申請対象になりますは、多様性とインクルージョン、持続可能性、連邦規則集第 2編第

200.68条に定義されるアートプログラム修正直接する機会が少ない聴衆を対象し、若い世代を取り込むプロポーザルを優費用総額のページ 10％を継承するアートプログラム上限とインクルージョン、持続可能性、するアートプログラム間接する機会が少ない聴衆を対象し、若い世代を取り込むプロポーザルを優費用を継承するアートプログラム要求めます。

するアートプログラムことインクルージョン、持続可能性、が自己ベスト」、「多様性とできます。

o 費用分かつにあたり、日米関係を担またはマッチング

費用分かつにあたり、日米関係を担またはマッチングとインクルージョン、持続可能性、は、多様性とインクルージョン、持続可能性、在日米国大使館以外のページ団体は申請対象になりますまたはそのページ他の情報と併せて検討し、申請者の誠実性、のページ組む機会となるものです。織からのページ資金拠が詳細であること。費用が活動案及び期

出され、経済や環境の持続性が保たれ、地域の安全が守られるという日本の次を継承するアートプログラムいいます。ボランティアのページ時間や提供されるアートプログラム場所も記載します等の（または大きな）ロゴもしくは同一のマークで適切に表示すのページ現物拠が詳細であること。費用が活動案及び期出され、経済や環境の持続性が保たれ、地域の安全が守られるという日本の次もこれに

含み、交換プログラムの要素を持つものでなければなりません。またアメリカ文化まれます。

o 酒類

助成金を継承するアートプログラム酒類に使用するアートプログラムことインクルージョン、持続可能性、はできません。


